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はじめに 

兵庫県は、武庫川の河川整備基本方針の策定にあたり、学識経験者や地域住

民の幅広い意見を反映させるため「（仮称）武庫川委員会」（以下、委員会とい

う。）の設置を予定している。 

「（仮称）武庫川委員会」準備会議（以下、準備会議という。）は、平成 15 年

3 月 28 日に兵庫県知事から「委員会のあり方」についての諮問を受け、会議の

公開を基本原則として議論の透明性確保に努め、延べ 17 回の会議を行い、この

度、提言を取りまとめた。 

準備会議は、兵庫県知事に以下のとおり提言するとともに、この提言を最大

限尊重して委員会が設置されることを要望する。 

この提言を受けて設置される委員会には、総合的な治水対策をはじめ武庫川

の河川整備のあり方について参画と協働の理念に基づき責任ある立場で議論さ

れることを期待し、また、県には、委員会からの意見を最大限尊重して施策に

反映されることを要望する。 

 

１ 委員会の名称 

委員会の名称は武庫川流域委員会（以下、流域委員会という。）とする。 

 

２ 委員会の目的 

準備会議は、武庫川の河川整備基本方針に意見を述べる場としての流域委員

会のあり方について、提言を求められた。しかし、兵庫県ではゼロベースから

武庫川の河川整備基本方針を策定し、引き続いて基本方針と密接に関連する河

川整備計画を策定することから、準備会議では、流域委員会が河川整備に関す

る合意形成の取り組みとして、河川整備基本方針に限定することなく、河川整

備計画を含めて議論することが望ましいとの結論を得た。 

流域委員会は、河川管理者が提示する武庫川水系の河川整備基本方針及び河
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川整備計画の原案について議論を行い、その結果を知事に提言する。 

 

３ 委員会の委員構成 

流域委員会の規模及びその構成については、議論に必要な専門性及び地域特

性を考慮するとともに、その規模は、実質的な議論が行われるよう全体で 20 人

程度とし、また委員は学識経験者及び地域住民から構成するとの方向で検討を

進めることとした。 

これら委員を選定するにあたり、準備会議が推薦する委員(推薦委員)だけで

なく、地域の幅広い意見を反映させる趣旨から、一般から公募する委員(公募委

員)で構成することとした。なお、推薦委員については、学識経験者と地域住民

から、公募委員については地域住民から選出することとした。 

推薦委員については、準備会議委員からの推薦に基づき、学識経験者 11 人及

び地域住民 4人の計 15 人を選定した。 

公募委員については 5から 10 人としていたが、66 人という多数の応募があっ

たことから、書面審査・面接審査の結果及び地域性・性別等を総合的に考慮し

て選考を行い、上限の 10 人を選定した。 

この結果、別表－１のとおり、11 人の学識経験者（推薦委員）と 14 人の地域

住民（推薦委員 4人・公募委員 10 人）の合計 25 人を委員候補者とした。 

          

４ 委員会の運営方法 

準備会議は、流域委員会を円滑に運営するために、以下の運営方法を提言す

る。 

（１）委員会 

流域委員会は、２年間で提言を行う。ただし、その期間に提言できない

状況に至った場合は、流域委員会において継続等を含め、検討を行う。 
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（２）委 員 

委員の任期は２年とする。ただし、流域委員会が２年間で提言できない

状況に至った場合は、委員の任期について検討を行う。その際、再任は妨

げない。 

流域委員会には委員長を置き、委員の互選により選出する。また、委員

長代理を置く。 

（３）事務局 

流域委員会の事務局は、兵庫県県土整備部土木局河川計画課に置き、流

域委員会の運営に関わる庶務を行う。 

（４）部会の設置 

流域委員会には部会を設置することができることとし、その詳細は流域

委員会で決定する。  

（５）委員会の組織拡大 

河川整備計画を議論するにあたり流域委員会の組織拡大が必要な場合は、

改めて流域委員会で検討する。  

（６）議事運営等 

議事運営における流域委員会の独立性を確保し、併せて議事運営を円滑

に行うための方策については、流域委員会において検討する。 

 

５ 委員会の公開方法・住民意見聴取方法 

参画と協働の理念実現のため、流域委員会の議論の透明性を確保するととも

に、流域委員会の議論に関係住民の意見を反映させることが重要である。この

ため、流域委員会には、公開方法と流域委員会における住民意見聴取方法につ

いて、流域委員会発足後、速やかに決定するよう要望する。 

（１）委員会の公開方法 

流域委員会は公開で議論することを基本原則とし、公開方法の詳細は、
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流域委員会において決定する。 

また、流域委員会の議論を積極的に関係住民に周知する方法の詳細につ

いても、流域委員会において決定する。 

（２）委員会における住民意見聴取方法 

流域委員会は、関係住民や傍聴者からの意見を議論に反映させるため、

意見交換等住民意見聴取の方策を検討する。 

 

おわりに 

この提言に至る審議において準備会議がつねに念頭においてきたことは、武

庫川流域委員会が河川法の理念に則り「治水」「利水」および「環境の整備と保

全」の均衡ある河川整備のあり方について多様な視点と広い視野から議論し、

河川のみならず流域のあり方について明確なビジョンを提示できるようにする

ことである。 

 総合的な治水対策をはじめとする河川整備は、治水、利水に加えて河川環境

の整備と保全に対する流域住民の意見を的確に捉え、河川の特性と流域の風

土・文化などの実情を踏まえて推進することが肝要である。このため、県には、

情報公開と説明責任を果たして流域住民との信頼関係を構築し、委員会におい

て河川・流域のあり方についての議論が尽くされるよう努力すること、また、

委員会からの提言が武庫川の河川整備に活かされるよう河川審議会等、他の委

員会との調整および関連する行政部局間の連携を行うことを要望する。 

 最後に、武庫川流域委員会には、河川法に謳われている住民参加の趣旨を踏

まえ、行政との協働によって、県民・流域住民のための川づくりに貢献される

ことを期待する。 
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（別表－１） 
武庫川流域委員会 委員候補者 

（分野別五十音順） 
分野 氏名 専門・住所等 所属等 備考 

池淵
いけぶち

 周一
しゅういち

河川（水文学） 京都大学教授 
推薦委員 

(準備会議委員) 

奥西
おくにし

 一夫
か ず お

地形土壌災害 
京都大学名誉教授、国土問

題研究会理事長 

推薦委員 

(準備会議委員) 
治
水 

川谷
かわたに

 健
たけし

河川（水工学） 神戸大学教授 
推薦委員 

(準備会議委員) 

利

水 畑
はた

 武志
た け し

農業利水・水域環境 神戸大学教授 推薦委員 

浅見
あ さ み

 佳
か

世
よ

環境（植物） ㈱里と水辺研究所取締役 推薦委員 

武田
た け だ

 義
よし

明
あき

植物生態学 神戸大学助教授 推薦委員 

法
ほう

西
さい

 浩
ひろし

環境（生物） 日本鱗翅学会会員 
推薦委員 

(準備会議委員) 

環
境 

村岡
むらおか

 浩
こう

爾
じ

環境工学・水環境学 大阪産業大学教授 推薦委員 

長峯
ながみね

 純一
じゅんいち

財政学 関西学院大学教授 
推薦委員 

(準備会議委員) 

松本
まつもと

 誠
まこと

まちづくり 
市民まちづくり研究所所

長 
推薦委員 

学
識
経
験
者 

人
文 

茂木立
も ぎ た て

 仁
ひとし

法律 兵庫県弁護士会 
推薦委員 

(準備会議委員) 

池添
いけぞえ

 康
やす

雄
お

伊丹市 農業 推薦委員 

伊藤
い と う

 益
ます

義
よし

宝塚市 － 公募委員 

岡
おか

 昭夫
あ き お

西宮市 － 公募委員 

岡田
お か だ

 隆
たかし

伊丹市 
武庫川の治水を考える連

絡協議会事務局長 

推薦委員 

(準備会議委員) 

加藤
か と う

 哲夫
て つ お

篠山市 － 公募委員 

草薙
くさなぎ

 芳弘
よしひろ

尼崎市 － 公募委員 

酒井
さ か い

 秀
ひで

幸
ゆき

篠山市 － 公募委員 

佐々木
さ さ き

 礼子
れ い こ

宝塚市 － 公募委員 

谷田
た に だ

 百合子
ゆ り こ

西宮市 武庫川円卓会議代表 
推薦委員 

(準備会議委員) 

田村
た む ら

 博
ひろ

美
み

宝塚市 － 公募委員 

土谷
つ ち や

 厚子
あ つ こ

三田市 － 公募委員 

中川
なかがわ

 芳江
よ し え

宝塚市 － 公募委員 

松本
まつもと

 俊治
しゅんじ

西宮市 
三市武庫川水利擁護期成

同盟会会長 

推薦委員 

(準備会議委員) 

地
域
住
民 

山仲
やまなか

 晃
てる

実
み

西宮市 － 公募委員 
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武庫川流域委員会における検討事項（参考） 

 

準備会議提言においては、流域委員会の運営方法や公開方法・住民意見聴取

方法等に関わる運営要領について、流域委員会が検討し、決定することを提言

している。一方、準備会議の審議を通して、流域委員会の運営方法等に関わっ

て検討すべき課題が挙がってきている。 

従って、以下に、流域委員会が運営要領等を策定するにあたっての検討課題

を列挙する。 

 

（１） 委員の再任（本文４(２)） 

委員の再任を行う場合には、「附属機関等の設置及び運営指針」により、前任

期間中の出席率等を参考に考慮する。 

（２） 議決方法（本文４） 

重要な問題の議決の方法については、流域委員会の中で検討する。 

（３） 事務局（本文４(３)） 

庶務の一部をコンサルタント等に委託する場合には、流域委員会の規程等で

明文化しておく。 

（４） 円滑な議事運営のための方策（本文４(６)） 

流域委員会の議事運営を自ら円滑に行うため、運営委員会(仮称)を設置する

ことが考えられる。構成メンバーとしては、委員長と複数の委員とで構成する

案や、委員長を含む複数の委員と河川管理者数人、事務局数人で構成する案な

どが挙げられる。運営委員会の決定の権限と決定事項に関する責任は、運営委

員会を構成する流域委員会委員に属する。 

（５） 委員会の広報等（本文４(６)） 

流域委員会の広報等において、ＮＰＯ、ボランティアグループなどとの協力、

連携を図るよう検討する。 
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（６） 委員会運営の経費（本文４(６)） 

流域委員会の運営に要する経費については、予算及びその執行結果を適時公

表する。 

運営経費削減と合理化の為に、あらゆる方策について検討する。 

（７） 住民意見聴取方法（本文４及び５） 

関係住民や傍聴者からの意見を議論に反映するための方策として、下記のよ

うなものが考えられる。 

・ 「住民参加部会(仮称)」を設置し、一般住民の希望者も参加したワークシ

ョップ方式での部会運営を検討する。 

・ 流域委員会の議論を深めるため、委員も現場に行き、直接住民の意見を聞

く機会を持つ。また、住民も加えての「ワークショップ」に参加し、専門

分野に拘わらず、知識情報の共有を図る。 

・ 委員と傍聴者との対話の時間を設ける。 

（８） 委員会で使用する資料（本文５） 

個人・団体(私的・公的)などの武庫川流域で得られた調査資料をも、河川整

備基本方針、河川整備計画を議論する上での資料として活用する。 

流域委員会での審議の中で、いろいろな機関または個人から意見や資料の提

供を求めたりする必要が生じる。 

これらについては、流域委員会で適宜判断し、資料の提出や意見を求めるこ

とが適当と考えられる。 
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〈資料－１〉「(仮称)武庫川委員会」のあり方について（諮問）

 

 

 

 

河計 第１０７３号 

 

 

 

 

「(仮称)武庫川委員会」準備会議  

 

 

 

 

「（仮称）武庫川委員会」のあり方について（諮問） 

 

 

 

武庫川水系の河川整備基本方針策定にあたり、今後、学識経験者や地域住民の幅広い

意見を反映させるために設置を予定している「(仮称)武庫川委員会」のあり方について、

別紙のとおり諮問します。 

 

 

 

 

平成１５年３月２８日 

 

 

 

 

兵庫県知事   井 戸  敏 三 
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｢(仮称)武庫川委員会｣準備会議への諮問 
 

 

【 諮 問 】 

今後、設置する「（仮称）武庫川委員会」のあり方について 

 

 

【諮問理由】 

武庫川の治水対策については、県は河川改修と合わせた武庫川ダムの建設が最も効

果的で現実的な対策として治水事業の推進を図ってきたが、治水計画や環境対策につ

いて様々な意見が寄せられた。 

  このような状況の中、近年の異常気象に見られる集中豪雨などにより河川改修やダ

ムだけでは十分対応できない水害が都市部で発生していることや、平成９年の河川環

境の整備と保全を目的に加えた河川法の改正を背景として、県では、合意形成の新た

な取り組みを行うとともに、総合的な治水対策についても検討を進め、ゼロベースか

ら武庫川の河川整備基本方針を策定することとした。 

  参画と協働の県政を進める県としては、河川整備基本方針策定の段階から学識経験

者や地域住民の幅広い意見を反映させるためには、行政と学識経験者及び地域住民が

参画・協働し、責任ある立場で議論できる合意形成の場が必要であると考え、「（仮称）

武庫川委員会」を設置することとしている。 

  そこで、「（仮称）武庫川委員会」の設立に先立ち、その委員会のあり方（メンバー、

運営方法、公開方法など）を諮問するものである。 
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〈資料－２〉「(仮称)武庫川委員会」準備会議委員名簿 

 

 

 

 

 

 

「（仮称）武庫川委員会」準備会議 委員名簿 
 

（五十音順、敬称略）  

氏 名 専門等 所 属 摘要 

池淵
いけぶち

 周一
しゅういち

河川（水文学） 京都大学 教授  

岡田
おかだ

 隆
たかし

地域住民 
武庫川の治水を考える連絡協議会 

            事務局長 
 

奥西
おくにし

 一夫
かず お

地形土壌災害 
京都大学 名誉教授 

国土問題研究会 理事長 
 

川谷
かわたに

 健
たけし

河川（水工学） 神戸大学 教授 議長 

谷田
たにだ

 百合子
ゆ り こ

地域住民 武庫川円卓会議 代表  

樽井
たるい

 正雄
まさ お

地域住民 西宮コミュニティ協会 理事長  

中瀬
なかせ

 勲
いさお 環境（緑地計

画） 
姫路工業大学 教授 

H15.11.28 

付けで辞任 

長峯
ながみね

 純一
じゅんいち

財政学 関西学院大学 教授  

法西
ほうさい

 浩
ひろし

環境（生物） 日本鱗翅学会会員  

松本
まつもと

 俊治
しゅんじ

地域住民 
三市武庫川水利擁護期成同盟会 会長

（三市：西宮市・尼崎市・伊丹市） 
 

茂木立
も ぎ た て

 仁
ひとし

法律 兵庫県弁護士会  

 



 

 
〈参考－３〉「(仮称)武庫川委員会」準備会議の検討経過 

年 月 日 事   項 議          事 

平成 15 年     

 ・準備会議の設立 

 ・準備会議運営方法（公開方法、ｽｹｼﾞｭｰﾙ）3 月 28 日 第１回準備会議 

  ・流域概要説明 

  ・武庫川委員会の組織構成、選定方法 
4 月 20 日 第２回準備会議  

  ・公募委員の公募方法 

5 月 13 日 第３回準備会議   ・運営要領の詳細事項 

  ・委員会と河川審議会との関係 
6 月 7 日 第４回準備会議  

  ・公募要領（案） 

7 月 15 日 第５回準備会議   ・公募委員の公募方法 

  ・委員会の委員構成 

  ・公募委員の公募方法 8 月 27 日 第６回準備会議 

  ・委員の選考方法 

  ・公募委員の審査基準 
9 月 17 日 第７回準備会議  

  ・推薦委員の選定 

9 月 25 日   

～10 月 16 日 
公  募 

  

9 月 30 日 第８回準備会議   ・公募委員の選定方法 

10 月 7 日 第９回準備会議   ・公募委員の選定方法 

10 月 23 日 第１０回準備会議   ・公募委員の選定方法 

10 月 30 日 第１１回準備会議   ・推薦委員の選定 

10 月 30 日   

～11 月 10 日 
公募委員書面審査 

  

11 月 18 日 第１２回準備会議   ・公募委員の面接審査の方法 

11 月 21,22,24,27 日 公募委員面接審査   

11 月 30 日 第１３回準備会議   ・推薦委員の選定 

12 月 5 日 第１４回準備会議   ・公募委員の選考 

12 月 9 日 第１５回準備会議   ・公募委員の選考 

  ・公募委員の選定方法(報告) 

  ・公募委員選定結果の公開・開示 12 月 19 日 第１６回準備会議 

  ・提言について 

平成 16 年     

1 月 21 日 第１７回準備会議   ・提言について 

 


